
視聴覚教材 
 

「高齢知的・発達障害者の生活と変化 ～入所施設・グループホーム編～」 

 

 

■プロローグ 【全体の構成とライフマップ】 

 本資料の主旨と構成について 

 ICFの概要 

 ライフマップの概要 

 

■Chapter１ 【疾病（認知症）】 

 認知症を罹患した知的・発達障害者の状況 

 支援の状況と必要な視点（支援者より） 

 

■Chapter２ 【食事】 

 高齢知的・発達障害者の食事の状況 

 支援の状況と必要な視点（支援者より） 

 グループホームでの取り組み（摂食・嚥下機能を維持するための支援、口腔ケアなど） 

 

■Chapter３ 【日中の過ごし方】 

 高齢知的・発達障害者の日中活動の状況 

 支援の状況と必要な視点（支援者より） 

 

■Chapter４ 【住まいの環境】 

 高齢期を支えるための環境（入所施設） 

 高齢期を支えるための環境（グループホーム） 

 

■Chapter５ 【ターミナル】 

 知的・発達障害者のターミナルケアの状況 

 支援の状況と必要な視点（支援者より） 

 高齢知的・発達障害者を支援する上での視点（支援者より） 

 

■エピローグ 


